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②晩婚化 

  全国の女性の平均初婚年齢は、平成 22 年の 28.8 歳に比べ、平成 30 年では 29.4 歳と

0.6 歳上昇しています。本道も同様の傾向があり、男性で 0.7 歳、女性で 0.8 歳上昇して

います。

 

厚生労働省「人口動態統計」 

 

③晩産化 

  本道の第 1子出生時の母親の平均年齢は、平成 25 年に 30歳代になって以降、徐々に

上昇し、平成 30 年で 30.2 歳となっています。 

  また、第２子、第３子出生時の年齢も上昇傾向にあります。 

 

厚生労働省「人口動態統計」 

27.5
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29.5

30.5

31.5

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

平均初婚年齢の推移

歳

31.1%(全国)

30.8%(北海道)
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29.5%(北海道)
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27

28
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30

31

32

33

34

H12 H17 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

母親の平均出生時年齢の推移

33.7（全国）

歳

第３子

第２子

第１子

33.5（北海道）

32.7（全国）

32.4（北海道）

30.7（全国）

30.2（北海道）
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総務省「労働力調査」 

 

⑥育児休業制度の規定等 

 本道における育児休業制度を規定している事業所の割合は、平成 30 年は前年から

15.6％増加し、また、女性の育児休業制度取得率も平成 30年は 91.3%と全国平均を大き

く上回っている状況にあります。 

 
北海道分：「就業環境実態調査」、全国分：厚生労働省「雇用均等基本調査」 
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⑦若年者の失業率 

  本道における若年者の失業率は、改善傾向にあるものの、依然として全国平均を上回

っています。 

 

総務省「労働力調査」 

 

⑧非正規職員・従業員の割合 

  本道における会社などの役員を除く雇用者に占める非正規職員・従業者の割合は減少

傾向にありますが、全国平均を上回っている状況です。 

  若年者（15～34 歳）における非正規職員・従業者の割合も同様の傾向が見られます。 

 非正規職員・従業者の割合  

若年者（15～34 歳） 

H24 H29 H24 H29 

北 海 道 42.8% 40.6% 40.6% 35.1% 

全国平均 38.2% 38.2% 35.3% 32.9% 

総務省「就業構造基本調査」  

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

若年者の失業率の推移

北海道15-24歳

北海道25-34歳

全国15-24歳

全国25-34歳

4.4%(道25-34歳)

3.6%(全国15-24歳、

道15-24歳)

3.4%(全国25-34歳)

15-24歳

24-35歳
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５ 道民の意識とニーズ  

 

 (1)夫婦の完結出生児数・平均理想子ども数・平均予定子ども数 

  「第 15 回出生動向基本調査 結婚と出産に関する全国調査」（平成 25年 国立社会

保障・人口問題研究所）によると、夫婦の完結出生児数（結婚持続期間 15～19 年夫婦

の平均出生子ども数であり、夫婦の最終的な平均出生子ども数とみなされる）は、1.93

人と過去最低となっています。 

  また、出生子ども数の分布を見ると、半数を超える夫婦が 2人を生んでいますが、子

ども 3人以上を持つ夫婦の割合は前回調査から減少しており、一方で子ども 1人の夫婦

が増えています。 

 

 ※夫婦の出生子ども数分布の推移（結婚持続期間 15～19 年） 

調査年次 0 人 1 人 2 人 3 人 4 人以上 完結出生児数 

第 10回（S62） 3.1% 9.3% 56.4% 26.5% 4.8% 2.21 人 

第 11 回（H9） 3.7% 9.8% 53.6% 27.9% 5.0% 2.21 人 

第 12回（H14） 3.4% 8.9% 53.2% 30.2% 4.2% 2.23 人 

第 13回（H17） 5.6% 11.7% 56.0% 22.4% 4.3% 2.09 人 

第 14回（H22） 6.4% 15.9% 56.2% 19.4% 2.2% 1.96 人 

第 15回（H27） 6.2% 18.6% 54.0% 17.9% 3.3% 1.93 人 

 

また、夫婦にたずねた理想的な子どもの数（理想子ども数）の平均値は、調査開始以

降最も低い 2.32 人となっており、夫婦が実際持つつもりの子どもの数（予定子ども数）

の平均値も、2.01 人と過去最低となっていますが、理想子ども数と予定子ども数は、い

ずれも夫婦の完結出生児数を上回る値となっています。 
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2.32
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平均理想子ども数

完結出生児数

平均予定子ども数

- 13 - 
 

５ 道民の意識とニーズ  

 

 (1)夫婦の完結出生児数・平均理想子ども数・平均予定子ども数 

  「第 15 回出生動向基本調査 結婚と出産に関する全国調査」（平成 27年 国立社会

保障・人口問題研究所）によると、夫婦の完結出生児数（結婚持続期間 15～19年夫婦

の平均出生子ども数であり、夫婦の最終的な平均出生子ども数とみなされる）は、1.94

人と過去最低となっています。 

  また、出生子ども数の分布を見ると、半数を超える夫婦が 2人を生んでいますが、子

ども 3人以上を持つ夫婦の割合は前回調査から減少しており、一方で子ども 1人の夫婦

が増えています。 

 

 ※夫婦の出生子ども数分布の推移（結婚持続期間 15～19年） 

調査年次 0 人 1人 2人 3人 4人以上 完結出生児数 

第 10回（S62） 3.1% 9.3% 56.4% 26.5% 4.8% 2.21人 

第 11 回（H9） 3.7% 9.8% 53.6% 27.9% 5.0% 2.21人 

第 12回（H14） 3.4% 8.9% 53.2% 30.2% 4.2% 2.23人 

第 13回（H17） 5.6% 11.7% 56.0% 22.4% 4.3% 2.09人 

第 14回（H22） 6.4% 15.9% 56.2% 19.4% 2.2% 1.96人 

第 15回（H27） 6.2% 18.6% 54.0% 17.9% 3.3% 1.94人 

 

また、夫婦にたずねた理想的な子どもの数（理想子ども数）の平均値は、調査開始以

降最も低い 2.32 人となっており、夫婦が実際持つつもりの子どもの数（予定子ども数）

の平均値も、2.01人と過去最低となっていますが、理想子ども数と予定子ども数は、い

ずれも夫婦の完結出生児数を上回る値となっています。 

 

1.9

2

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

2.6

2.7

第10回(S62) 第11回(H9) 第12回(H14) 第13回(H17) 第14回(H22) 第15回(H27)

完結出生児数と平均理想・予定子ども数の対比人

2.32

2.01

1.94

平均理想子ども数

完結出生児数

平均予定子ども数

- 13 - 
 

５ 道民の意識とニーズ  

 

 (1)夫婦の完結出生児数・平均理想子ども数・平均予定子ども数 

  「第 15 回出生動向基本調査 結婚と出産に関する全国調査」（平成 27年 国立社会

保障・人口問題研究所）によると、夫婦の完結出生児数（結婚持続期間 15～19年夫婦

の平均出生子ども数であり、夫婦の最終的な平均出生子ども数とみなされる）は、1.94

人と過去最低となっています。 

  また、出生子ども数の分布を見ると、半数を超える夫婦が 2人を生んでいますが、子

ども 3人以上を持つ夫婦の割合は前回調査から減少しており、一方で子ども 1人の夫婦

が増えています。 

 

 ※夫婦の出生子ども数分布の推移（結婚持続期間 15～19年） 

調査年次 0 人 1人 2人 3人 4人以上 完結出生児数 

第 10回（S62） 3.1% 9.3% 56.4% 26.5% 4.8% 2.21人 

第 11 回（H9） 3.7% 9.8% 53.6% 27.9% 5.0% 2.21人 

第 12回（H14） 3.4% 8.9% 53.2% 30.2% 4.2% 2.23人 

第 13回（H17） 5.6% 11.7% 56.0% 22.4% 4.3% 2.09人 

第 14回（H22） 6.4% 15.9% 56.2% 19.4% 2.2% 1.96人 

第 15回（H27） 6.2% 18.6% 54.0% 17.9% 3.3% 1.94人 

 

また、夫婦にたずねた理想的な子どもの数（理想子ども数）の平均値は、調査開始以

降最も低い 2.32 人となっており、夫婦が実際持つつもりの子どもの数（予定子ども数）

の平均値も、2.01人と過去最低となっていますが、理想子ども数と予定子ども数は、い

ずれも夫婦の完結出生児数を上回る値となっています。 

 

1.9

2

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

2.6

2.7

第10回(S62) 第11回(H9) 第12回(H14) 第13回(H17) 第14回(H22) 第15回(H27)

完結出生児数と平均理想・予定子ども数の対比人

2.32

2.01

1.94

平均理想子ども数

完結出生児数

平均予定子ども数

- 13 - 
 

５ 道民の意識とニーズ  

 

 (1)夫婦の完結出生児数・平均理想子ども数・平均予定子ども数 

  「第 15 回出生動向基本調査 結婚と出産に関する全国調査」（平成 27年 国立社会

保障・人口問題研究所）によると、夫婦の完結出生児数（結婚持続期間 15～19 年夫婦

の平均出生子ども数であり、夫婦の最終的な平均出生子ども数とみなされる）は、1.94

人と過去最低となっています。 

  また、出生子ども数の分布を見ると、半数を超える夫婦が 2人を生んでいますが、子

ども 3人以上を持つ夫婦の割合は前回調査から減少しており、一方で子ども 1人の夫婦

が増えています。 

 

 ※夫婦の出生子ども数分布の推移（結婚持続期間 15～19 年） 

調査年次 0 人 1 人 2 人 3 人 4 人以上 完結出生児数 

第 10回（S62） 3.1% 9.3% 56.4% 26.5% 4.8% 2.21 人 

第 11 回（H9） 3.7% 9.8% 53.6% 27.9% 5.0% 2.21 人 

第 12回（H14） 3.4% 8.9% 53.2% 30.2% 4.2% 2.23 人 

第 13回（H17） 5.6% 11.7% 56.0% 22.4% 4.3% 2.09 人 

第 14回（H22） 6.4% 15.9% 56.2% 19.4% 2.2% 1.96 人 

第 15回（H27） 6.2% 18.6% 54.0% 17.9% 3.3% 1.94 人 

 

また、夫婦にたずねた理想的な子どもの数（理想子ども数）の平均値は、調査開始以

降最も低い 2.32 人となっており、夫婦が実際持つつもりの子どもの数（予定子ども数）

の平均値も、2.01 人と過去最低となっていますが、理想子ども数と予定子ども数は、い

ずれも夫婦の完結出生児数を上回る値となっています。 
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